
タイプ操作方法    ヒンジ式開戸／折戸
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開戸 折戸

ご注意ください
1. 大型パネル（※）は開けたまま放置しないでください。パネル自重で召し合わせがずれる可能性があります。
※大型の目安：幅500mm 以上 or 高さ1200mm 以上
2. 折戸を畳む時はルーバーを全閉してください。ルーバー同士が干渉し疵がつく恐れがあります。
3. 強いマグネットを使用していますので、パネルの開閉時には他方のパネルを押さえながらゆっくりと操作
してください。
4. ルーバーを掴んで操作しないでください。

開戸 折戸

パネルの操作

ヒンジ
パネルの高さにより、数が
変わります。吊元として、
パネルを180°壁面まで開
くことができます。

■ 採光角度調整

右図のように、ルーバーを上下に動かします。
※ルーバーは引っ張らないでください。

■ パネルを閉める

開け方と同様にスタイルを支え、パネルを閉じます。
折戸の場合、折部スタイルを支え召し合わせ部スタイルをゆっくりと動かし
パネルを閉じます。光漏れ防止板を設定している場合、位置を確認し左右の
閉じ順にご注意ください。

■ パネルを開ける

ルーバーを開き、スタイルを掴める程度のスペースを確保します。STEP1  

吊元とは逆のスタイルを持ち、室内側に開きます。パネルの合
わせ順を確認し、左右の開き順にご注意ください。

STEP2  

開閉のルール
開戸と折戸の標準仕様を例として、下図を参考に操作してください。
①光漏れ防止板のついたパネル（標準では右側）を先に開きます。
②次に逆側のパネルを開きます。

参   考

一枚のルーバーを動かすと、全体のルーバーが同様
に動きます。※パネル高さやご指定によっては、動
作グループが分割されます。

ロッドを上下させることで、連結されたルーバーを
まとめて動かします。

・イージーチルト(標準仕様)
・チルティングロッド (無料オプション)
・サイドチルティングロッド (有料オプション)
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